
























るわけではない。 ﹁死はわれわれにとって何ものでもない、と考えることに慣れる﹂ことは容易ではない。だからこそ、 ﹁慣れるべきである﹂と言われているのである。経験できないものを恐れる必要はないにもかかわらず、経験できないものを恐れてしまう。これが われの実情である。簡単に言えば、頭では了解できても心では納得できないということである。このとき心はどのような状態にあるのだろう。
3 （池上）
われわれが心に抱いているのは、ひたすら続く暗闇であり、私の無である。私の無をこの私が考えてしまう。馬鹿


































し、自らの死を前にして問題となる生とは、まさに自らの生ではないのだろうか。そこに近親といえども他者の生が介入 てくる余地はないのではなかろうか。これはきわめて自然な疑問である。人は一人で生まれてきて、一人で死んでいく、これ以上確実 ことはないではないか。自らの生を他 人によって生きてもらうこともできな し 自らの死を他の人に死んでもらうわけにもいかない。だ らこそ、死が避けて通ること できない重大事となる。
松田はこの点を無視して脳天気に﹁天分を生かして生きる﹂などと言っているのだろうか。そうではない。 ﹁自分









































われわれは限界をもち限界でもあるのだから、わ われの生 死をもち死でもある。生 死とは一つである。つま



























































































































































































































ことそれ自体の内に﹁死への方向の体験﹂が本質的に含ま いる。この場合、われわれと死 出会いがど ようなものであるかは関係ない。そもそもそのような出会いがなくとも、死への方向をわれわれは知ることができるというのがシェーラーの考えである
生の本質として死への方向を確信するとしても、狭まっていく重苦しい眺望に向かってわれわれは生きていかねば










的生命の存在つまり身体から本質的に独立してい 。こ 一見すると矛盾した事態をどのように考えたらよい だろうか。
身体として現れえないものに、われわれは人格を見ることはない。見たことも会ったこ もない人を人格とするこ

















































































である。これが、まさにシェーラーの主張であった。他者の精神とのいわば交流を通 て、われわれは自らの精神働き方を形成していく。そして、各人が形成していく各自 精神の 方こそが、その人の個性であり、人格と言えよう。
ただし、その独自性はあくまでも他者によって確認されるほかない。なぜならば、自分には自分の独自性が分から
ないからである。カントはひたすらカントであったし カントにとってそれは自然なこと、当たり前なことであり、それ以上ではなかったで ろう。カントの独自性なるものは、後のヘーゲルや れわれにとって明確になるだけである。
われわれは他者の精神と共に歩むことで自らの精神を形成していく。つまり、われわれの精神は他者の精神を内に
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